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KEY PERSON INTERVIEW

株式会社 オンダ製作所は配管資材の総合メーカーとし
て日本のインフラを支え、快適かつ安心できる生活をサポ
ートしています。昨年を振り返ると、建設コストの高騰や
労働力不足といった建設業界が抱える構造的な課題が継
続した１年でした。これにより我々の主力市場である建築
設備分野においても、新設住宅着工件数の伸び悩みなど
厳しい状況が続いています。一方、政府主導の国土強靱
化政策によるインフラ老朽化対策や質の高いストック形成
に向けたリフォーム・リニューアル市場は堅調に推移して
おり、当社の製品需要を下支えする形となりました。

特に労働力不足が深刻化するなか、現場での作業負担
を軽減し、工期を短縮できる製品へのニーズはこれまで
以上に高まっています。従来の工法に比べ、施工の標準
化と省人化を同時に実現できる当社の樹脂管システムは
こうした市場の要求に合致するものだと考えております。
市場全体は厳しい側面もありましたが、社会的なニーズの

は施工の簡単さはもちろん、お客様が実際に暮らす上で
の「快適さ」と「省エネ」を高いレベルで両立する製品シ
ステムだと確信しております。

世界的にエネルギー価格や原材料の高騰が続いていま
すが、当社の主力材料である銅や原油を原料とする樹脂
価格の上昇は製造コストに大きな影響を与えました。また、
エネルギー価格の上昇は、工場の稼働コスト増に直結して
おり、企業努力だけでは吸収が難しい状況が続いておりま
す。当社では設計から製造、販売までを行う「一貫生産
体制」を強みとし、外部環境の変化による影響を最小限
に抑える努力を続けてきましたが、コスト上昇に対する一
部を製品価格に転嫁せざるを得ない状況も発生しており
ます。今後も国際情勢の変化や為替の変動により、原材
料やエネルギー価格が不安定に推移する可能性は高く、
そのような状況下でも高品質な製品を安定的に供給し続
けることが我々の使命であり、責務だと考えております。

当社は1963年の創業以来、地球環境の保全を基本理念

変化のなかにこそ我々が貢献できる新たな成長のチャン
スを見出すことができた年であったと認識しております。

当社製品群のなかでさらなる期待をしているのが樹脂
管用低圧損型ワンタッチ継手「ダブルロックジョイント 
R
レ ボ ス
evos」です。この製品はリフォーム現場で発生しがちな

給水給湯における「流量不足問題」を根本から解決する
ために開発しました。リフォーム施工時に数多くの継手を
使うことで抵抗が増えてしまい、十分な流量が得られない
という問題を解決いたします。継手内部の流路を広く滑ら
かに設計することで圧力損失を最小限に抑え、複数の水
栓を同時に使用する場面でも快適な流量を確保すること
を可能としました。圧力損失の低減はポンプ動力の削減
や給湯器の効率的な運転に寄与します。その省エネルギ
ー性能が高く評価され、2019（令和元）年度には省エネ
大賞　製品・ビジネスモデル部門の最高賞である「経済
産業大臣賞」を受賞することができました。この「Revos」

の１つとして事業活動を行っております。その中核をなす
のが40年以上前から継続している「リサイクルプロダク
ツシステム」であり、これは主原料である黄銅製品の製造
工程で発生する切粉（切削くず）や残材を自社炉で溶解し、
再び製品の材料として活用する循環型生産システムです。
資源を無駄にしない取り組みは当社のものづくりの根幹で
あり、SDGsという言葉が生まれる以前から続く我々の誇
りでもあるのです。今後、このシステムをさらに進化させ、
資源の循環利用率を高めてまいります。製品開発において
は「Revos」のような省エネルギーに貢献する製品開発を
強化すると共に、太陽光発電システムの導入や生産設備
の省エネルギー化などを計画的に進め、事業活動全体で
の環境負荷軽減を追求してまいります。オンダ製作所は
新たな時代をリードする配管資材の総合メーカーとして邁
進いたします。今後もご愛顧、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

厳しい側面がある社会的なニーズの変化のなかに
新たな成長のチャンスを見出すことができた

 此島 貞雄 氏

株式会社 オンダ製作所
取締役 営業部長
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LPガスは大きな可能性を秘めており
新たな時代に即した重要なインフラになる
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富士瓦斯は『保安優先』を胸に刻み、精力
的な活動を続けております。祖師谷の本
社、赤坂のサテライトオフィス、深大寺物
流センターに続き、仙川にオフィスを開設
し、新たなる時代へと挑戦していきます。
これからも富士瓦斯をよろしくお願いいた
します。

富士瓦斯 株式会社
代表取締役社長 津田 維一 氏

クリーンなLPガスによる燃料転換は環境負
荷を軽減するだけでなく、防災時の要とし
ても大きな役割を果たします。私たち富士
瓦斯はLPガスを通して社会へと貢献し、新
たな時代を安全かつ快適に、そして安心し
て暮らせるようにサポートしていきます。

富士瓦斯 株式会社
機器販売事業本部 部長 岩月 忠文 氏

ブル発電機や調理器具などのエネルギー源として利用す
ることができ、万が一の時に人々の命を守る重要な防災
器具として活躍することは間違いありません」

富士瓦斯と小泉中央との関係は７年ほどだが、世田谷
営業所が業務の拡大をサポートする重要な役割を担って
いる。
「弊社は新たなチャレンジとして都市ガスを使用したガ
ス給湯器市場へと参入しており、その事業拡大のために
2026年6月から調布市仙川に新たな事務所を開設しま
す。既存のLP事業では小泉と深いお付き合いはありませ
んでしたが、給湯器事業の拡大と共に良きパートナーと
なり、今後はより親密な関係を築いていきたいと考えて
います。新たな事業所は小泉中央の世田谷営業所から近
いこともあり、必要な資材をすぐに手に入れることがで
きるのは私たちにとって大きなアドバンテージになるは
ずです。ある意味、富士瓦斯の在庫センターだと考えれば、
これほど強力なパートナーは存在しません」

『保安優先』を胸に刻み業務を推進
東京都世田谷区に本社を構え、LPガス（プロパンガス）

販売・供給事業、LPガス機器販売・レンタル事業、LPガ
スを使用した防災事業を手掛ける「富士瓦斯 株式会社」。
その商圏は広く、１都３県を中心に全国各地を網羅する。
代表取締役社長を務める津田維

これかず
一氏は「LPガスは大きな

可能性を秘めています」と語り、新たな時代に向けて一
石を投じる。
「私たち富士瓦斯は1954年に創立し、すでに70年を超
える歳月をLPガスと共に歩んできました。現在はプロパ
ンガスの販売・供給だけでなく、LPガス機器の販売、レ
ンタル事業と共に、非常時に大きな支えとなるプロパン
ガスを使用した発電機など、防災事業にも力を入れてい
ます。業界内では『プロパンガスの将来は先細りする』
と言う声も聞かれますが、私はLPガスには大きな可能性
が秘められており、新たな時代に即した重要なインフラ
になると考えています。現在、都市ガスの普及により一
般家庭でのプロパンガス需要は減少し、富士瓦斯では20
年前から一般家庭用から業務用へとシフトした事業を進
めてきました。現在では食をテーマにしたイベントや
フェスの増加、キッチンカーやバーベキュー施設の新設
など、新たな需要が増えているのも事実です。港区や中
央区、渋谷区周辺ではレストランやカフェに置かれる屋
外型のパラソルヒーターが人気を博し、そのエネルギー
としてもLPガスが利用されているのです。また、地震な
どの災害時には都市ガスが使えなくなる可能性も考えら
れ、その時に重要なライフラインとなるのがLPガスです。
どこにでも運べ、携帯性に優れたプロパンガスはポータ

富士瓦斯 株式会社
東京都世田谷区上祖師谷４-36-16

20年前に一般家庭用から業務用へと
事業をシフトし新たな需要を増やした

津田社長をはじめ、現場を統括する岩月部長には大変お世話になっています。富士瓦斯様の仕事は公共性を
有することもあり、迅速かつ正確な対応が必要です。今後も緊張感を持って仕事と対峙し、小泉の一員とし
て少しでもお役に立てるよう頑張ります。

株式会社 小泉中央 世田谷営業所
主任 多田 壮平

01 INTERVIEWビジネス
最前線
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公共工事をメインに据え
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地元の人から『金子設備に任せれば大丈
夫』といわれることが喜びであり、誇りでも
あります。また、その信頼に応えるだけの
技術力と対応力を常に養う努力を怠ること
はできません。少しでも安心して暮らせる
インフラを整えることが私たちの責務だと
考えています。

有限会社 金子設備 
代表取締役 金子 雅俊 氏

金子設備様とのお付き合いは７年目を迎え
ました。金子社長の仕事に取り組む真摯な
姿勢、スケジューリングの巧みさは私にと
って良きお手本になっています。今後は自
分自身がさらなる成長を遂げ、強力にサポ
ートできる体制を発揮できるよう頑張りま
す。（取材日：3月5日）

株式会社 小泉北関東 小川営業所 
課長 黒木 貴徳

の強い思いは祖父、そして父から受け継がれる金子家な
らではのDNAなのかもしれません」

有限会社 金子設備と小泉北関東 小川営業所とのつな
がりは古く、強い絆で結ばれている。
「小泉との関係は祖父の代からなので、もう60年近いお
付き合いですね。その関係を物語るのが今から数十年前
の出来事です。当時、元請けの会社が倒産してしまい、
大きな負債を被ってしまいました。そんな時、困ってい
る金子設備に対して真っ先に手を差し伸べてくれたのが
小泉なのです。父は今でも『小泉には感謝しろよ！』が
口癖で、現在も両社の信頼関係は深く、強い絆で結ばれ
ています。建築の仕事は信頼関係が重要であり、小川営
業所の担当営業である黒木課長は欠くことのできない重
要なパートナーになっています。私たち金子設備が地域
を支え、その礎として土台を支えてくれるのが小泉北関
東 小川営業所なのです。これからも、互いに支え合いな
がら成長していきたいですね」

暮らしやすい社会の実現を目指す
埼玉県東松山市に拠点を構え、公共工事、新築住宅、

リフォーム、空調、舗装工事、浄化槽工事など、重要な
インフラ整備を専門とする「有限会社 金子設備」。現在
は３代目となる金子雅俊氏が代表取締役を務め、地域
に根付いた施工を提供する。同社の歴史は1964年に祖
父が興した金子ポンプをルーツとし、金子設備としては
1974年に創業を開始し、既に半世紀を超える時を刻み
続けている。ここでは金子社長を訪ね、話をお聞きする。
「私たち金子設備は祖父の代から東松山市を中心に、坂
戸市、鶴ヶ島市、比企郡、寄居町と共に歩んできました。
まずは水道用ポンプから始まり、現会長である父の代で
は住宅工事、３代目を務める私は公共工事をメインに据
え、地元に住まう人々の生活を支えています。現在は13
名の社員と共に３つの協力会社が力を合わせ、暮らしや
すい社会の実現を目指しています」

金子社長がインフラ工事にこだわる理由は、数年前に
起きた水道管の破裂事故が大きく影響しているという。
「数年前、東松山市で水道管が破裂する事故が続き、人々
の暮らしに多大な影響を与えました。同じ埼玉県内でも
下水道管の崩落により悲惨な事故が起きたことは記憶に
新しいと思いますが、埼玉県に限らず上下水道管の老朽
化が進んでいることは否めない事実であり、その対策と
して交換・補修作業が急務です。そして、だれかがその
仕事を担わなければならないのであれば、私たち『金子
設備』が責任を持って引き受けます。地元に育ててもら
った私たちの恩返しではありませんが、地域密着という
意味でも縁の下の力持ちとして社会に貢献していく。そ

有限会社 金子設備
埼玉県東松山市大字上唐子1401

地域密着という意味でも縁の下の
力持ちとして社会に貢献していく
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エネに関する補助金申請サポートなど、独自の魅力をア
ピールすることでお客様に興味を持っていただく。そし
て商品を販売するだけでなく営業活動を介して人と人を
結びつけることも重要な仕事だと感じています。そのつ
ながりが信頼関係を築き、より大きな結果を生むのです。
自分はIT関係に強いこともあり、お客様から相談を受け
ればすぐに駆けつけますのでお気軽にお声掛けください」

事務職としてお客様とのコミュニケーションを重視す
る村井希実さん。お客様が快適に利用できる環境を整え
るよう心掛けているという。
「私は藤沢営業所を利用するお客様の立場に立って物事
を考えるようにしています。そのためには正確かつ迅速
な見積り、発注、納品を行うことを心掛け、お客様に分か
りやすくお伝えしています。また、接客時の会話に齟齬
が生じないよう、商品知識を高めることも求められます。
営業サポートという観点でも自分自身が成長し、大きな
戦力として営業所の成長に貢献していきたいですね」

営業活動を介して人と人を結びつける
昨年の11月25日に移転し、新たな気持ちでリスター

トを切った小泉相模 藤沢営業所。倉庫の面積が広くな
り、在庫点数を増やしたことがお客様に対する大きなメ
リットを生んでいると青田健一所長は語る。
「新天地へと営業所を移し、新たな環境で仕事に臨める
のは従業員のモチベーションアップだけでなく、お客様
へのアピールにもなり、来店者数も大きく向上していま
す。敷地面積が広くなり、商品の在庫量が多くなったこ
とで必要な商品をすぐに提供できるようになりました。
この移転をチャンスと捉え、藤沢営業所はさらなる飛躍
を目指します」

入社３年目の髙橋巧さんは小泉ならではの魅力を武器
に営業活動に取り組んでいる。
「この地域はライバル企業が多いため、小泉を利用する
メリットを明確にすることが重要です。K

ケ ー モ バ イ ル
-Mobileや省

事務所が移転し商品の在庫量が多くなったことを
チャンスと捉え、さらなる飛躍を目指す

村井 希実 さん 髙橋 巧 さん

17

吉田 梨奈 さん 加納 英土 さん
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各自が月1件以上の新規顧客獲得を
必達とし精力的な活動を行う

「広大なエリアを営業するためには効率的な動きが重要
になります。そのためには『加納』という人間を売り込
み、お客様からの信頼を獲得しなければなりません。通
常の営業活動と並行し、お客様の催事やイベントにたず
さわることも重要だと感じています。また、お客様にとっ
て有益な新製品情報、コラボ商品の提案、補助金申請サ
ポート、K

ケ ー モ バ イ ル
-Mobileの活用など、小泉ならではの強みを

武器に使い新規顧客の獲得を目指します」
事務職として見積り作成、発注業務、接客を担当する

吉田梨奈さんは、スキルアップを目的に簿記検定２級の
取得を目指している。
「現在、私は事務職として多くの業務に携わっています
が、経理に挑戦するために簿記検定２級の取得を目指し
ています。また、お客様からの問い合わせや発注時に商
品を正しく理解できるよう、カタログやHPをチェック
して商品知識の向上にも努めています」

担当を増員し営業力のアップを図る
千葉県富里市に拠点を置き、富里市、成田市、八街市、

佐倉市、香取市、旭市、山武市、横芝町、千葉市の一部、
そして茨城県の神栖市までと広大なエリアを商圏に持つ
小泉東関東 成田営業所。その要として陣頭指揮をとる
木立宏之所長に話を聞く。
「小泉のなかでも広域な商圏を持つ成田営業所だけに、
未開拓のお客様も数多く存在しています。今後は社内の
顧客情報システムを活用した新規顧客の開拓が大きな課
題になるはずです。私が着任した時には営業が２名でし
たが、すぐに２名を増員して営業力のアップを図りまし
た。具体的な目標を各自が月１件の新規顧客獲得を必達
とし、精力的な活動を行っています」

入社２年目の若手営業マンとして期待がかかる加納英
土さんは、お客様とのつながりを大切にすることで自ら
のネットワーク拡大を図っている。
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横山 駿 さん 青野 真弓 主任

するつもりはありません。自分に足りない部分は若さと
元気を武器に突き進みたいと考えています。若さが武器
にできるのは今だけですから。その上で経験を積み、ス
キルをアップさせていく。以前、発注ミスをして大慌て
をした経験があるのですが、『二度と同じ轍

てつ
を踏まない』

と胸に刻み、速度感だけでなく正確性を重んじて行動す
るように心掛けています。その努力が実り販売コンテス
トでは新人賞を獲得することができました。常に高い目
標を掲げ、お客様の立場に立って突き進んでいきます」
今春で入社６年目を迎える青野真弓主任は、営業社員
のバックアップを念頭に置いた行動を心掛けている。
「私は事務職として来店対応、電話対応での接客の質を
上げることを心掛けています。また、どれだけ営業社員
を効率的にサポートできるかを考えて行動するかも重要
です。自分から積極的に声掛けをして、見積りや発注業
務を迅速に行う。営業活動の業務を軽減することが、成
果への近道になると考えています」

速度感だけでなく正確性を重んじて行動する
静岡県の中央に位置する藤枝市に拠点を置く小泉東海
藤枝営業所。総勢15名のスタッフを率いる吉野浩一所
長は「藤枝営業所は地域No.1、そして小泉でのNo.1を
目指し、常に強くあり続けます」と語る。
「小泉の名前に恥じない絶対的な存在であり続けるこ
と。それは自分たちのためだけではなく、お客様の安心
と信頼を支える条件になるからです。現在は補助金申請
サポートの活用で住宅設備の販売が伸びていますが、今
後は主力の管材の販売にさらに力を注ぎ、新規のお客様
にも喜んでいただけるように、社員全員で突き進んでい
きます」
大学時代に藤枝市に住み、第二の故郷ともいうべき当
地で営業活動を行う横山駿さん。入社３年目という若さ
を武器に高みを目指す。
「営業活動を行う上での経験不足や知識不足を言い訳に

小泉の名前に恥じない絶対的な存在であり続け
お客様の安心と信頼を支えるため社員全員で突き進む
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絶対的な存在であり続ける信念の下
常に全員プレーで業務に臨む

プローチを目標に掲げ、現在はクライアントの選択とコ
ネクション作りに励んでいます。この多摩本社は精鋭の
営業社員が揃い、それぞれが負けられないライバルであ
り、頼りになる仲間でもあるのです。常に切磋琢磨しな
がら互いを高めていく。その結果が営業成果として現れ、
努力の積み重ねがお客様の満足度向上にもつながるはず
です」
入社３年目を迎える金井香綾さん。事務職としてお客
様にしっかり向き合いながら、営業のサポート役として
緻密なバックアップを心掛けている。
「事務職として来店対応、電話対応では気持ちよく商品
を購入していただけるよう心掛けています。もちろん、
迅速、丁寧、正確な対応は当然のこと。お客様の来店率
を上げることも私たちの重要な仕事です。また、営業サ
ポートとして自分から積極的に声を掛け、見積りや発注
業務を行っています。営業社員がフリーに動ける時間を
作ることが多摩本社のメリットになるのです」

次世代への財産として人を育てる
数ある営業所のなかで、長らく存在感を放っている多
摩本社。その功績の陰には常に高い目標を掲げ、妥協す
ることなく周囲を鼓舞し続ける平尾恒久所長（取材日：
2月24日）の存在が大きい。平尾所長は人材の育成にも
力を注ぎ、企業としてのボトムアップにも貢献している。
「私たち多摩本社は“絶対的な存在であり続ける”という
強い信念を持ち、常に全員プレーで業務に臨んでいます。
その意識と責任感が人を成長させ、大きな利益を生み出
していく。私は次世代への財産として人を育てることが
小泉という企業の発展に寄与すると考えています」
営業所の主軸として期待される成田翔平課長補佐は、
新規顧客の獲得に闘志を燃やす。
「私はこれまで工務店やリフォーム店を得意とし、数多
くのお客様と向き合ってきました。しかし、今後は新た
な領域として宅地造成・開発を行うデベロッパーへのア
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1DAY TRIP
小泉の営業所のある街を散歩しました。

Chiba,Tomisato Kanagawa,Fujisawa

Tokyo,Kodaira Shizuoka,Fujieda

Tokyo,Hachioji

＃千葉県・富里市 ＃神奈川県・藤沢市

＃東京都・小平市 ＃静岡県・藤枝市

＃東京都・八王子市

旧岩崎家末廣別邸 江の島

多摩湖自転車道路の桜並木／花小金井駅付近

八王子花街／黒塀通り 八王子まつり／山車辻合わせ

東海道岡部宿／大旅籠柏屋

落花生畑 片瀬江ノ島駅

小平ふるさと村／旧神山家住宅主屋 蓮華寺池公園の藤棚

写真提供：ピクスタ

富里市は、豊かな自然と
実りの里として知られ
る街。特産のすいかや落
花生は、直売所でも人気
です。周辺には成田山新
勝寺もあり、歴史散策も
楽しめます。

藤沢市は、湘南の海と歴
史が息づく街。江の島か
ら望む相模湾の絶景や、
新江ノ島水族館も大人
気です。夏の海水浴や四
季折々のお祭りが街を
彩ります。

小平市は、武蔵野の面影
を残す緑豊かな街。玉川
上水の散策路や小平ふ
るさと村で歴史に触れら
れます。季節の花々や市
民まつりなど、地域に根
差した催しも魅力です。

藤枝市は、豊かな茶畑と
歴史が息づく街。蓮華寺
池公園では四季折々の
花が楽しめ、春の藤まつ
りも人気です。東海道の
宿場町の面影を残す街
並みも魅力です。

八王子市は、高尾の
自然と歴史が息づ
く街。高尾山の四季
折々の景観や甲州
街道の面影を残す
街並みも魅力です。
秋のいちょう祭り
など、多彩な催しが
賑わいを生みます。
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ほしいモノが何でも揃う
頼れるプロストックを構築する

アルバイトとしてプロストックに入った当時は緩慢な接
客態度でお客様を怒らせてしまうこともありました。現
在はその失敗を教訓とし、お客様に喜んでいただくこと
が自分の幸せになっています。オープン当日も、前職場
である店舗のお客様が来店し『ご祝儀だよ』と言ってお
買い物をしてくださいました。プロストックは商品を売
るお店ではありますが、人と人とのつながりを大切にす
る特別な店舗でありたいと思っています」
入社４年目を迎える馬場涼輔主任は、お客様から「ま
た寄りたい」と思われる店舗作りを目標に掲げている。
「プロストックはお客様の困りごとを解決する店であり
たい。常に必要なアイテムが揃っていること、取り寄せ
る商品に対する見積りの速度感がお客様にとってのメ
リットとなり、ライバル店舗との差別化になる。また、
お客様が必要な商品を探しやすいディスプレイ、質問に
対して明確に答えることができる商品知識など、常に自
分自身のスキルを磨き続けることを心掛けています」

お客様の困りごとを解決する店でありたい
2026年2月27日、東京都八王子市にオープンを果た
したプロストック八王子店。中央自動車道の八王子イン
ターからも近いこともあり、取材当日も数多くのお客様
が訪れていた。まずは新店舗を任された児玉慎司店長に
話を聞く。
「私は仙台中野店でアルバイトとして働き始め、相模原
店、本厚木店、東大和店の店長を経て八王子店を任され
ることになりました。現在は接客をしながらどんな商品
が必要なのかをリサーチしている状態です。今後はお客
様にとって『ほしいモノが何でも揃う頼れるプロストッ
ク』を構築することが責務だと考えています」
小泉歴13年目を迎える長瀬昌平係長は、セールスの
巧みさで定評を得ているが、入社当時は接客が苦手でお
客様に怒られることもあったという。
「私はお客様の立場での接客を心掛けています。しかし、
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オンダ製作所の生産体制を支える関工場。金属製品や樹脂製品の加工、さらに押出し、検査、出荷を行っている。
美山工場とともに黄銅棒の溶解・成形から最終製品までを一貫生産する同社の重要拠点だ。

関工場から車で約20分の場所にある美山工場では、金
属製品加工時に出る粉を溶鉱炉で溶かして再利用する
ための作業が行われている。

が工場
この

凄い！

株式会社 オンダ製作所 
関工場
〒501-3263　岐阜県関市広見851番地の3
美山工場
〒501-2257　岐阜県山県市富永20番地

1963年の創業以来、原料の精錬から開発・設計、製
造、出荷、販売、品質保証まで製品に関わる全工程をワ
ンストップで行う「株式会社オンダ製作所」。現在は配
管資材の総合メーカーとして日本のインフラを支えてい
る。ここでは同社発祥の地である岐阜県山県市に拠点を
置く美山工場と関工場を訪ね、製品へのこだわりについ
て話を聞く。

――�配管資材の総合メーカーとしての強み、他社との差
別要因は何だと思われますか？

り、作業者のスキルや経験に左右されることなく均一か
つ確実な施工を実現。現在のように人手不足が注目され
る以前から「施工品質を作業者に依存しない仕組みづく
り」が必要と考え、その思いを具現化したエポックメイ

一貫した生産体制にこだわり
全ての工程を自社内で行うとともに
確実に施工ができるよう改善を重ねる

住宅の給水給湯設備に使用される架橋ポリエチレン管
および、継手（ダブルロックジョイントシリーズ）を主
に製造しています。また、同工場では営業・設計・開発
部門を置き、連携を緊密に行うことでお客様からのニー
ズをスピーディーに具現化できるのも大きな特徴です。

――�同工場の製造工程における品質管理の取り組みにつ
いて、具体的に教えてください。

この関工場では「品質」を最優先に考えた製造体制を
構築しています。主力製品である「ダブルロックジョイ
ント」に関しては、全ての製品に対して「空気圧検査」
と「画質検査」という二重の全数検査を実施。まず、空
気圧検査で漏れの有無を厳格にチェックし、その上で画
像検査を用いて部品の不良がないかなどを精密に確認し
ます。これらの検査に合格した製品のみが出荷され、お
客様のお手元には厳格な基準をクリアした製品だけをお
届けしています。

――�近年の技術革新（例：IoT、AI、自動化など）を、どの
ような形で製造現場に取り入れているのでしょうか？

当社では2025年に全社横断組織として「DX・AI推
進委員会」を設置し、製造部門を含めた全ての部門でデ
ジタル技術の実装を加速させています。現在は業務基盤
の効率化にも注力し、RPAによる定型業務の自動化やAI
を活用した資料作成支援、データ整理などを導入するこ
とで間接業務の工数削減を図っています。

――研究開発体制では、どのような特徴がありますか？

製品開発の特徴として「お客様の役に立ち、喜んでい
ただける製品づくり」を原点としています。お客様に価
値を提供することが社員の成長を促し、常に現場の問題
解決を出発点に研究開発を行っています。社員各自が個
性や発想を尊重し、自由に意見を出し合える社風が多様
な製品ラインアップの拡充を支えていることは間違いあ
りません。こうした挑戦の積み重ねが省エネ大賞を受賞
した「ダブルロックジョイントRevos」のような付加価

1963年の創業以来、原料の精錬から開発・設計、製
造、出荷、販売、品質保証まで製品に関わる全工程をワ
ンストップで行う「株式会社オンダ製作所」。現在は配
管資材の総合メーカーとして日本のインフラを支えてい
る。ここでは同社発祥の地である岐阜県山県市に拠点を
置く美山工場と関工場を訪ね、製品へのこだわりについ
て話を聞く。

――�配管資材の総合メーカーとしての強み、他社との差
別要因は何だと思われますか？

当社は住宅・産業向け配管資材の総合メーカーとして、
給水・給湯・ガス・灯油・空気など、生活や産業を支え
る流体インフラ分野で使用する配管・継手・バルブ等の
開発・製造・販売を行っています。1963年の創業以来、
一貫した生産体制にこだわり、全ての工程を自社内で行
うとともに、常に施工に携わる現場の声に耳を傾け、よ
り簡単に、より確実に施工ができるような製品を作り上
げるよう改善を重ねてきました。その積み重ねがオンダ
製作所の礎になっているのです。

――�創業から現在に至るまで、最も大きな転機になった
出来事は何ですか？

最大の転機は1998年に発売した樹脂管用ワンタッチ
継手「ダブルロックジョイント」です。管を挿入するだ
けで確実に接続することができるワンタッチ施工によ

り、作業者のスキルや経験に左右されることなく均一か
つ確実な施工を実現。現在のように人手不足が注目され
る以前から「施工品質を作業者に依存しない仕組みづく
り」が必要と考え、その思いを具現化したエポックメイ
キングな製品になったと自負しています。さらに2018
年には「ダブルロックジョントR

レ ボ ス
evos」を開発し、翌

2019年には樹脂管継手として初の「省エネ大賞 経済産
業大臣賞」を受賞。技術力と革新性が広く認められ、当
社の成長を支える柱になっています。

――�現在の経営環境（市場動向、競合状況など）をどの
ように認識されていますか？

建設業界では住宅市場の縮小に加え、人手不足や技能
継承の難しさといった課題が深刻化しています。また、
原材料費やエネルギーコストの高騰も続いており、メー
カー各社にとって厳しい経営環境が続いていると認識し
ています。

一方で、災害対策や建物・インフラ老朽化に伴う更新
需要、リフォーム市場の拡大など、新たなニーズも高ま
っています。

このような環境下では、価格競争だけでなく、省施工・
省力化や品質の標準化、環境性能を重視した製品が求め
られていると感じております。

――関工場で製造されている製品を教えてください。



リフォーム現場の流量不足を解決

低圧損型ワンタッチ継手

ダブルロックジョイント

なめらか形状で
業界最小の圧力損失を実現

■エルボ継手13Aの相当管長（JSA-S1026により算出）

13.6m

0.6m

低減95%
相当管長

（ワンタッチ接続のエルボ継手において	当社調べ）

従来品
当社内径
シール継手

業界最小クラス!

13A
16A

圧力損失が
大きいため、

太い配管が必要

圧力損失が小さい
外径シール構造

+
なめらか

なめらか

従来品
当社内径シール継手

※全ての条件でサイズダウンできるわけではありません。
　実配管は流量計算を行い適切な口径を選定して下さい。

（　　　　）

φ11.5

φ7

φ12.8
樹脂管内径 流路径広い

φ12.8
樹脂管内径 流路径狭い その差なんと

流路面積
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■従来品：当社内径シール継手 （呼び径13）

■外径シール継手

なめらか形状で、配管口径をサイズダウン！

外径シール構造で大流量
外径シール構造が流量不足を解消

業界No.1クラスの低圧損

別体インコアだから
より確実な施工ができる
樹脂管の斜め切断を判定

挿入不足を検出

オーリングを保護

樹脂管変形の矯正

ポンプの消費電力を削減1
従来品

当社内径シール継手
配管口径：16A

消費電力 460W
ポンプ 400W 

19
L/分

19
L/分

Revos
配管口径：13A

消費電力 190W
ポンプ 250W

【実験条件】　 ・継手使用数：各 10個　・ポンプ：家庭用インバーターポンプ　・給水栓：単水栓（JIS 規格品）
同程度の流量（19L/分）を確保した時の消費電力を比較。　 ※戸建住宅を想定した市販のポンプを使用しています。実験データであり、配管条件により数値は異なります。

削減60%
消費電力

省エネを実現!

別体インコアだから
より確実な施工ができる
樹脂管の斜め切断を判定

挿入不足を検出

オーリングを保護

樹脂管変形の矯正

24 25

関工場ではダブルロックジョイントなどを生産している。画像はダブルロックジョイント「Revos」に組み付けられる青銅製インコアの組付ライン。パーツ
にOリングを挿入し、リーク（漏れ）検査。ロックリング・スペーサー・押輪組付、画像検査、インコア・インコアシール組付と工程が進む（写真 1 2 3 4）。
同工場ではダブルロックジョイントへの挿入深さ目印付きの架橋ポリエチレン管「カポリパイプ」も製造している。同製品はポリエチレンを原料とし、原料
を流し込みで押し出し、水槽で徐々に冷やしながら仕上げていく（写真 5 6 ）。
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毎日の生活シーンに欠かせない流体 ( 水・温水・不凍液・油・ガスなど ) に関わる多彩な製品を製造・販売しているオンダ
製作所。今回、取材した生産工程では、リフォーム現場などで注目を集めている樹脂管をワンタッチ接続できる給水給湯
配管用継手「ダブルロックジョイント」シリーズが製造されています。

株式会社�オンダ製作所

創業	 1963年11月
代表者	 恩田由

よしのり

紀
資本金	 9,000万円
事業内容	 	住宅関連部材の設計・開発、	

製造及び販売
従業員数	 	854名(グループ会社含む)
URL		 https://www.onda.co.jp/

株式会社�オンダ製作所

D A T A

関工場の生産工程
が工場

この

凄い！

「ダブルロックジョイント」とは、2つのロックリ
ングとダブルシール（2本のOリング）による確実
な固定・密封構造が特徴で、漏水防止と施工時間
の短縮、大流量の確保を実現した住宅配管の主力
製品です。

株式会社	オンダ製作所
関東営業部　関東第一エリア

東京第一営業所　所長

織田 陽祐 氏

株式会社	オンダ製作所
常務取締役

藤吉 清隆 氏

株式会社	オンダ製作所
美山富永製造部　部長

恩田 洋佑 氏

値を持つ製品を生み出す秘訣になっているのです。お客
様の視点に立った開発姿勢と挑戦を後押しする企業文
化。この２つが当社の製品開発における大きな強みにな
っているのです。

――�環境負荷低減に向けた製造プロセスや製品設計への
取り組みがあれば教えてください。

当社では製造工程で発生する黄銅および青銅の残材や
切粉を回収し、原材料として再利用しています。自社で
電気炉を所有し、鋳造から加工・組み立てまでを一貫し
て行う体制を整え、社内で資源を循環させるこの仕組み
を「リサイクルプロダクツシステム」と呼び、環境負荷
低減を実現しています。また、自社一貫体制を構築する
ことで工程間の外部委託や中間輸送を最小限に抑えるこ
とができ、原材料のリサイクルだけでなく、輸送に伴う

エネルギーやCO₂排出の削減にもつなげています。

――�今後、この業界はどのように変化を遂げていくとお
考えですか？

近い将来、あらゆる分野での人材不足、人手不足が進
み、私たちが関わる配管業界でも人手不足が進んでいく
ことは間違いありません。私たちオンダ製作所はお客様
のニーズと向き合い、工事現場の省力化、省人化につな
がる製品開発に尽力いたします。

――読者の方々にメッセージをお願いします。

オンダ製作所は1963年の創業以来、常にお客様の声を
カタチにするものづくりを行ってまいりました。これから
もお客様と社会の課題を解決し、配管資材の総合メーカ
ーとして唯一無二の価値創造に取り組んでまいります。



小泉グループ・サービスネットワーク
事業所 住所 電話 FAX

（株）小泉 本社 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-30-16 藤澤ビルディング2階 03（3393）2511（代） 03（3393）1240
第一仕入センター 〒184-0013　東京都小金井市前原町5-1-18 042（316）1565（代） 042（401）2655
第二仕入センター 〒337-0004　埼玉県さいたま市見沼区卸町1-54 048（878）9910（代） 048（878）9920
第三仕入センター 〒252-1136　神奈川県綾瀬市寺尾西1-17-20 0467（71）3511（代） 0467（71）3512
物流センター 〒340-0003　埼玉県草加市稲荷4−21−4 048（932）2111（代） 048（932）2112
電材推進室 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-30-16 藤澤ビルディング2階 03（3393）2514（代） 03（3393）2522
商品開発部 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-32-9 イズミアネックスビル8階 03（3393）2575（代） 03（3392）2175
金属事業部 〒101-0047　東京都千代田区内神田1-9-10 キムラビル5階 03（5283）7110（代） 03（5281）0066
環境事業部 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-30-16 藤澤ビルディング2階 03（3393）2538（代） 03（3393）2540
住宅設備事業部 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 イズミビル4階 03（3393）3611（代） 03（3393）3619
エンジニアリング事業部 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 イズミビル5階 03（3393）2525（代） 03（3393）2534
アネックスショールーム 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-32-9 イズミアネックスビル2階 03（3393）2525（代） ―
南青山ショールーム 〒107-0062　東京都港区南青山4-24-1 FAVEUR MINAMIAOYAMA1階 03（6451）1473（代） 03（6451）1474

（株）小泉東北 東北本社 〒983-0035　宮城県仙台市宮城野区日の出町3-3-15 022（352）4651（代） 022（352）4652
郡山営業所 〒963-8041　福島県郡山市富田町愛宕前47-1 024（952）1211（代） 024（952）0596
会津営業所 〒965-0003　福島県会津若松市一箕町大字八幡字北滝沢237-5 0242（32）9811（代） 0242（32）9388
石巻営業所 〒986-0853　宮城県石巻市門脇字青葉東79-3 0225（25）7445（代） 0225（25）7284
仙台南営業所 〒981-1226　宮城県名取市植松字宮島110-1 022（797）7081（代） 022（797）8867
福島営業所 〒960-1107　福島県福島市上鳥渡字田中内東8-1 024（572）3699（代） 024（572）3665

（株）小泉中央 中央本社 〒173-0037　東京都板橋区小茂根3-10-7 2階 03（5986）2171（代） 03（5986）2175
城西営業所 〒166-0016　東京都杉並区成田西2-11-18 03（5397）8881（代） 03（5397）8886
練馬営業所 〒179-0076　東京都練馬区土支田1-18-13 03（3995）2711（代） 03（3904）5220
世田谷営業所 〒157-0077　東京都世田谷区鎌田3-13-6 03（6410）9271（代） 03（6410）9272
城南営業所 〒146-0085　東京都大田区久が原5-2-3 03（3755）0351（代） 03（3755）3690
足立営業所 〒121-0836　東京都足立区入谷7-9-4 03（3857）4411（代） 03（3857）4013
城北営業所 〒114-0003　東京都北区豊島2-18-7 03（4212）6351（代） 03（4212）6352
城東営業所 〒133-0002　東京都江戸川区谷河内2-15-13 03（5243）2511（代） 03（5243）2519
板橋営業所 〒173-0037　東京都板橋区小茂根3-10-7 1階 03（5964）6140（代） 03（5964）6149
広域特販営業所 〒173-0037　東京都板橋区小茂根3-10-7 2階 03（6385）3789（代） 03（6385）3790

（株）小泉多摩 多摩本社 〒187-8567　東京都小平市天神町4-7-22　 042（348）8811（代） 042（348）8822
八王子営業所 〒192-0063　東京都八王子市元横山町1-24-22　 042（644）2251（代） 042（646）7178
府中営業所 〒183-0025　東京都府中市矢崎町4-10-3　 042（368）8261（代） 042（368）8262
清瀬営業所 〒204-0002　東京都清瀬市旭が丘1-253-1 042（493）5111（代） 042（494）1355
青梅営業所 〒198-0032　東京都青梅市野上町4-5-2 0428（23）2550（代） 0428（23）2553
立川営業所 〒190-0031　東京都立川市砂川町3-1-4　 042（537）2101（代） 042（537）2823
町田営業所 〒195-0063　東京都町田市野津田町1852 042（736）6661（代） 042（736）6660
三鷹営業所 〒181-0004　東京都三鷹市新川6-6-7 0422（68）0161（代） 0422（68）0162
昭島営業所 〒196-0031　東京都昭島市福島町2-30-2 042（500）8871（代） 042（542）5770

（株）小泉東関東 東関東本社 〒300-0061　茨城県土浦市並木3-9-5　 029（821）9151（代） 029（824）5447
宇都宮営業所 〒321-0906　栃木県宇都宮市中久保2-5-6　 028（689）3113（代） 028（689）3009
船橋営業所 〒273-0034　千葉県船橋市二子町581　 047（332）1101（代） 047（332）1108
千葉営業所 〒264-0016　千葉県千葉市若葉区大宮町2176-1　 043（264）1131（代） 043（264）1564
勝田営業所 〒312-0062　茨城県ひたちなか市高場1608-83　 029（274）7555（代） 029（274）8051
柏営業所 〒277-0923　千葉県柏市塚崎969　 04（7191）2171（代） 04（7191）8140
木更津営業所 〒292-0806　千葉県木更津市請西東6-2-3　 0438（37）1101（代） 0438（37）1201
那須営業所 〒324-0037　栃木県大田原市上石上1882-27　 0287（29）3211（代） 0287（29）3218
成田営業所 〒286-0211　千葉県富里市御料1005-7　 0476（92）0810（代） 0476（92）1375
流山営業所 〒270-0137　千葉県流山市市野谷26-1　 04（7158）8100（代） 04（7158）8151
高萩営業所 〒318-0001　茨城県高萩市赤浜1234-1　 0293（23）2202（代） 0293（23）4592
古河営業所 〒306-0014　茨城県古河市下山町1-48　 0280（31）1221（代） 0280（32）5115
守谷営業所 〒302-0109　茨城県守谷市本町5298-1　 0297（46）0331（代） 0297（46）0330
下館営業所 〒308-0053　茨城県筑西市外塚778　 0296（20）1311（代） 0296（20）1315
鹿沼営業所 〒322-0026　栃木県鹿沼市茂呂2467-3（木工団地内） 0289（60）2221（代） 0289（60）2220
習志野営業所 〒274-0071　千葉県船橋市習志野4-15-5　 047（490）1611（代） 047（490）1612
水戸営業所 〒311-4152　茨城県水戸市河和田3-2303-1 029（309）1501（代） 029（309）1505
市原営業所 〒290-0047　千葉県市原市岩崎1-1-3 0436（63）5151（代） 0436（63）5157
千葉北営業所 〒262-0013　千葉県千葉市花見川区犢橋町185-3 043（304）5151（代） 043（304）5152

（株）小泉北関東 北関東本社 〒350-1105　埼玉県川越市今成2-41-1　 049（224）4611（代） 049（224）5619
太田営業所 〒373-0818　群馬県太田市小舞木町250　 0276（45）4134（代） 0276（45）4140
大宮営業所 〒330-0856　埼玉県さいたま市大宮区三橋2-603　 048（623）6311（代） 048（622）5106
前橋営業所 〒371-0013　群馬県前橋市西片貝町4-14-11　 027（210）6131（代） 027（225）0005
狭山営業所 〒350-1322　埼玉県狭山市下広瀬756-5　 04（2953）4607（代） 04（2953）7837
小川営業所 〒355-0311　埼玉県比企郡小川町高谷2653-6　 0493（72）2305（代） 0493（72）4642
本庄営業所 〒367-0022　埼玉県本庄市日の出4-16-47　 0495（24）2660（代） 0495（21）4933
秩父営業所 〒368-0002　埼玉県秩父市栃谷10-2 0494（24）2011（代） 0494（24）2108
坂戸営業所 〒350-0237　埼玉県坂戸市浅羽野2-8-1 049（283）2144（代） 049（283）7128
春日部営業所 〒344-0122　埼玉県春日部市下柳555-1 048（797）5505（代） 048（797）5605
久喜営業所 〒346-0029　埼玉県久喜市江面1570-1 0480（22）3443（代） 0480（22）7001
熊谷営業所 〒360-0024　埼玉県熊谷市問屋町2-5-15 048（527）6002（代） 048（527）4650
越谷営業所 〒343-0824　埼玉県越谷市流通団地1-2-11 048（990）5433（代） 048（988）3033
埼玉南営業所 〒335-0032　埼玉県戸田市美女木東1-4-29 048（449）6811（代） 048（421）3211
北本営業所 〒364-0007　埼玉県北本市東間5-89 048（540）5833（代） 048（543）3722
高崎営業所 〒370-1201　群馬県高崎市倉賀野町2465-1 027（345）1181（代） 027（347）2117
ふじみ野営業所 〒356-0051　埼玉県ふじみ野市亀久保2195-5 049（257）4371（代） 049（257）4385
浦和営業所 〒336-0918　埼玉県さいたま市緑区松木2-8-9 048（767）7766（代） 048（714）5590

（株）小泉中部 中部本社 〒400-0824　山梨県甲府市蓬沢町945-1 055（237）3631（代） 055（232）1584
諏訪営業所 〒392-0015　長野県諏訪市中洲字舟戸4436-1 0266（58）5373（代） 0266（58）5379
富士吉田営業所 〒403-0006　山梨県富士吉田市新屋1-8-81 0555（22）6600（代） 0555（22）6606
佐久営業所 〒385-0011　長野県佐久市大字猿久保588-4 0267（68）5333（代） 0267（68）5238
甲府西営業所 〒400-0308　山梨県南アルプス市山寺1077-1 055（284）6631（代） 055（284）6638
長野営業所 〒388-8006　長野県長野市篠ノ井御幣川881-1 026（293）8833（代） 026（293）8840
上田営業所 〒386-0005　長野県上田市大字古里693-4 0268（26）8030（代） 0268（26）8033
伊那営業所 〒396-0041　長野県伊那市西箕輪7135-2 0265（71）6600（代） 0265（71）6650
松本営業所 〒399-8204　長野県安曇野市豊科高家2287-66 0263（73）9775（代） 0263（73）9774
長野北営業所 〒389-1104　長野県長野市豊野町浅野1812 026（219）2853（代） 026（219）2854

（株）小泉神奈川 神奈川本社 〒223-8542　神奈川県横浜市港北区綱島東5-8-34 045（542）5772（代） 045（542）5779
神奈川第二営業部 〒221-0056　神奈川県横浜市神奈川区金港町6-6 横浜みなと第一生命ビル5階 045（577）9325（代） 045（577）9326

事業所 住所 電話 FAX
（株）小泉神奈川 横浜西営業所 〒227-0043　神奈川県横浜市青葉区藤が丘1-17-12 045（973）5741（代） 045（973）6818

大船営業所 〒247-0061　神奈川県鎌倉市台3-4-9 0467（43）1171（代） 0467（43）1175
泉営業所 〒245-0003　神奈川県横浜市泉区岡津町2415-1 045（815）1730（代） 045（815）1740
川崎北営業所 〒216-0013　神奈川県川崎市宮前区潮見台10-8 044（976）2311（代） 044（976）2432
川崎南営業所 〒210-0851　神奈川県川崎市川崎区浜町2-12-13 044（322）4331（代） 044（322）7355
港南営業所 〒235-0041　神奈川県横浜市磯子区栗木1-30-10 045（775）2424（代） 045（775）2331
横須賀営業所 〒238-0032　神奈川県横須賀市平作5-27-42 046（850）6794（代） 046（850）6796
旭営業所 〒241-0031　神奈川県横浜市旭区今宿西町222-10 045（958）2051（代） 045（953）1501
横浜営業所 〒221-0056　神奈川県横浜市神奈川区金港町6-6 横浜みなと第一生命ビル5階 045（624）8587（代） 045（624）9080

（株）小泉相模 相模本社 〒243-0004　神奈川県厚木市水引1-17-22　 046（222）1735（代） 046（224）7395
相模特販営業所 〒243-0004　神奈川県厚木市水引1-17-22 046（294）2230（代） 046（294）2225
相模原営業所 〒252-0241　神奈川県相模原市中央区横山台1-21-9 042（755）5211（代） 042（758）3574
相模台営業所 〒252-0001　神奈川県座間市相模が丘6-38-10　 046（256）2281（代） 046（254）4911
相模西営業所 〒258-0029　神奈川県足柄上郡開成町みなみ4-1-7 0465（20）5298（代） 0465（82）1236
平塚営業所 〒254-0902　神奈川県平塚市徳延3-12-33 0463（35）6488（代） 0463（35）4820
藤沢営業所 〒252-0813　神奈川県藤沢市亀井野278 0466（89）4061（代） 0466（21）7001
茅ヶ崎営業所 〒253-0084　神奈川県茅ヶ崎市円蔵2415 0467（82）9200（代） 0467（82）9355

（株）小泉東海 東海本社 〒422-8033　静岡県静岡市駿河区登呂6-5-39 054（202）7200（代） 054（202）7288
沼津営業所 〒410-0022　静岡県沼津市大岡2473-1 055（922）5300（代） 055（922）5388
富士営業所 〒419-0201　静岡県富士市厚原139-2 0545（71）6211（代） 0545（71）8594
藤枝営業所 〒426-0003　静岡県藤枝市下当間680 054（644）6811（代） 054（644）6841
清水営業所 〒424-0056　静岡県静岡市清水区半左衛門新田81-1 054（347）7060（代） 054（347）7066
御殿場営業所 〒412-0045　静岡県御殿場市川島田126-1 0550（84）7090（代） 0550（84）7096
富士宮営業所 〒418-0001　静岡県富士宮市万野原新田3162-2 0544（25）1160（代） 0544（25）1170
浜松営業所 〒435-0016　静岡県浜松市中央区和田町765-1 053（468）5123（代） 053（468）5700
掛川営業所 〒436-0043　静岡県掛川市大池2899-1 0537（21）6552（代） 0537（21）6553

（株）小泉　本社営業部 本社営業第一部 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 イズミビル2階 03（5335）7036（代） 03（5335）7037
本社営業第二部 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 イズミビル2階 03（3393）1266（代） 03（3393）1272
本社営業第三部 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 イズミビル2階 03（3393）1266（代） 03（3393）1272

綜合電材（株） 本社 〒123-0841　東京都足立区西新井5-36-8 03（3855）5671（代） 03（3855）5674
静岡出張所 〒422-8033　静岡県静岡市駿河区登呂6-5-39 054（654）2225（代） 054（654）2226
仙台出張所 〒981-1226　宮城県名取市植松字宮島110-1 022（784）1566（代） 022（784）1567

（株）住建 本社 〒399-0702　長野県塩尻市広丘野村1935 0263（31）3229（代） 0263（31）3574
上田営業所 〒386-0152　長野県上田市大屋231-11 0268（36）2000（代） 0268（36）2277

城北厨房（株） 〒640-8024　和歌山県和歌山市元寺町4-32 073（427）5145（代） 073（428）3260
プロストック 仙台南店 〒982-0003　宮城県仙台市太白区郡山5-16-3 022（248）5220（代） 022（248）5224

仙台中野店 〒983-0013　宮城県仙台市宮城野区中野4-10-7 022（388）7393（代） 022（786）5261
仙台北店 〒981-3117　宮城県仙台市泉区市名坂字沖102-8 022（771）5663（代） 022（771）5667
太田店 〒373-0852　群馬県太田市新井町377-20 0276（56）9666（代） 0276（47）9155
前橋店 〒371-0841　群馬県前橋市石倉町1-4-2 027（289）0945（代） 027（289）0946
戸田店 〒335-0031　埼玉県戸田市美女木8-1-7 048（449）0977（代） 048（449）0978
入間店 〒358-0022　埼玉県入間市扇町屋5-7-17 04（2941）5016（代） 04（2941）5017
川越店 〒350-0838　埼玉県川越市宮元町83-1 049（277）4954（代） 049（277）4955
さいたま上尾店 〒331-0811　埼玉県さいたま市北区吉野町2-223-3 048（657）8701（代） 048（657）8702
朝霞店 〒351-0012　埼玉県朝霞市栄町5-8-24 048（423）3751（代） 048（423）3752
三郷店 〒341-0005　埼玉県三郷市彦川戸1-313-1 048（949）6137（代） 048（949）6138
足立鹿浜店 〒123-0864　東京都足立区鹿浜2-2-4 03（5838）0194（代） 03（5838）0195
東大和店 〒207-0032　東京都東大和市蔵敷3-865-1 042（516）0516（代） 042（516）0517
東久留米店 〒203-0054　東京都東久留米市中央町2-1-37 042（420）4103（代） 042（420）4104
府中店 〒183-0001　東京都府中市浅間町2-14-1 042（319）0961（代） 042（319）0962
足立保木間店 〒121-0064　東京都足立区保木間4-4-10 03（5851）9835（代） 03（5851）9836
町田店 〒194-0032　東京都町田市本町田327 042（785）4344（代） 042（785）4345
八王子店 〒192-0055　東京都八王子市八木町5-6-2 042（649）7540（代） 042（649）7541
本厚木店 〒243-0014　神奈川県厚木市旭町3-3-21 046（220）0106（代） 046（220）0107
相模原店 〒252-0132　神奈川県相模原市緑区橋本台1-18-2 042（775）6115（代） 042（775）6116
横浜戸塚店 〒245-0065　神奈川県横浜市戸塚区東俣野町961-20 045（858）1181（代） 045（858）1182
横浜中山店 〒226-0013　神奈川県横浜市緑区寺山町653-5 045（530）0080（代） 045（530）0615
藤沢店 〒252-0813　神奈川県藤沢市亀井野3-1-4 0466（47）8155（代） 0466（47）8151
川崎店 〒210-0847　神奈川県川崎市川崎区浅田2-18-1 044（200）4627（代） 044（200）4628
柏店 〒277-0853　千葉県柏市吉野沢3-7 04（7148）4109（代） 04（7148）4108
千葉稲毛店 〒263-0051　千葉県千葉市稲毛区園生町448-3 043（441）5901（代） 043（441）5902
千葉市川店 〒272-0015　千葉県市川市鬼高1-12-14 047（312）6921（代） 047（312）6922
野田店 〒278-0026　千葉県野田市花井282-1 04（7157）0185（代） 04（7157）0186
プロストック ベトナム コーポレーション 171 Nguyen Dinh Chinh. Ward11,Phu Nhuan District,HCMC,VIETNAM ＋84-28-3514-6898 ＋84-28-3514-6901
プロストック見積ナビセンター 〒210-0847　神奈川県川崎市川崎区浅田2-18-1 川崎店内 0570-026-431 ―

（株）ジャパンエコロジー 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-32-9 イズミアネックスビル5階 03（6915）1447（代） 03（6915）1448
いずみテクノス（株） 本社 〒167-0043　東京都杉並区上荻2-19-17 03（5335）7601（代） 03（5335）7611

横浜営業所 〒226-0021　神奈川県横浜市緑区北八朔町1103-1 045（934）2761（代） 045（934）5589
埼玉営業所 〒350-1105　埼玉県川越市今成2-41-1 049（224）7801（代） 049（223）0301
千葉営業所 〒264-0016　千葉県千葉市若葉区大宮町2176-1 043（266）2537（代） 043（266）2538

（株）リフォームプラザ 
小泉

本社 〒167-0032　東京都杉並区天沼3-8-1 いずみビル 03（3393）2521（代） 03（3391）3884
荻窪店 〒167-0032　東京都杉並区天沼3-8-1 いずみビル 03（3391）3881（代） 03（3391）3884
立川店 〒190-0023　東京都立川市柴崎町3-13-7 042（526）2531（代） 042（526）2538
埼玉店 〒352-0001　埼玉県新座市東北2-19-16 サンルーフ新座 048（470）0400（代） 048（487）0100

（株）クリンテック小泉 〒166-0016　東京都杉並区成田西4-11-25 03（3391）7221（代） 03（3391）7222
（株）素箱 〒167-8555　東京都杉並区荻窪4-32-5 03（5335）7342（代） 03（5335）7351

吉祥寺コンセプトハウス 〒180-0002　東京都武蔵野市吉祥寺東町1-11-9 0120-023-485 ―
小泉商事（株） 〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-30-16 藤澤ビルディング2階 03（3393）2700（代） 03（3393）1251

（株）田無タワー 〒188-0014　東京都西東京市芝久保町5-8-2 042（467）1187（代） 042（469）5071
（株）有田ユニテム 〒369-0131　埼玉県鴻巣市袋1076-3 048（549）2611（代） 048（549）2619
（株）STUMP 〒107-0062　東京都港区南青山6-5-45 03（5962）7930（代） 03（5962）7931
（株）愛寿物流 管理本部 〒340-0822　埼玉県八潮市大瀬3-1-2サンライズシバ3階 048（996）5161（代） 048（996）5337

三郷営業所 〒342-0027　埼玉県吉川市三輪野江1524-2 048（984）4210（代） 048（984）4230
八潮営業所／コールドチェーン事業部 〒340-0813　埼玉県八潮市木曽根612-2 048（951）7977（代） 048（999）7505
八潮宅配急便センター 〒340-0822　埼玉県八潮市大瀬4-2-15 048（948）8071（代） 048（948）8072
八潮第3センター 〒340-0811　埼玉県八潮市大字2-36 048（954）4710（代） 048（954）4730

（株）セイホーコーポレーション 〒277-0852　千葉県柏市旭町1-2-8 ネモト第三ビル9階 04（7126）0121（代） 04（7142）6021

令和8年3月末日現在


